
令和５年度
熊野高等学校 熊高のHPにジャンプします熊高タイムズ １２月号

１２月２２日（金）２学期終業式を行いました。
左近校長は式辞の中で、パレスチナ問題を取り上げ、
宗教をめぐる対立の根深さなどについて説明しました。
生徒たちには「世の中には、色々な人がいます。みん
なが違う人であり、みんな違っていいはずです。お互
いの存在をリスペクトすることは決して難しいことで
はありません。親友と呼べる仲間との小さな繋がりを
積み上げていくことで、望ましい人間関係が構築され、
こういったことが紛争の解決の
糸口になりえる」と他者への理
解と小さな積み重ねの大切さに
ついて述べました。

２学期の主な行事
９月 体育大会(2２日)

１０月 看護科宣誓式（5日）
上富田町との合同防災訓練(２９日)

１１月 古道歩き／遠足(2日)
熊高祭(1８･１９日)

１２月 ビジネスマナー講座(13日)
人権講演会(1４日)

２９日(金)～１月３日(水) 学校業務休業期間
１日(月) 元日
８日(月) 成人の日
９日(火) 始業式 ようこそ先輩（専攻科）

１０日(水)～２３日(火) 遅刻欠課防止週間
１１日(木) 3年学年末考査発表
１３日(土)～１４日(日) 大学入学共通テスト
１７日(水) 建築ＣＡＤ検定 公務員対策講座

ＰＴＡ常任委員会
１８日(木)～２４日(水) 3年学年末考査
１９日(金) 実用英語検定
２１日(日) 情報処理検定
２５日(木) 冬季球技大会
２６日(金) 3年ＢＣＧＰ 漢字検定
２７日(土) マラソン大会
２８日(日) 簿記実務検定
２９日(月) 代休

１月行事予定

２学期終業式を挙行しました

マレーシア旅行団と交流しました
１２月８日（金） マレーシアの高校生と交流を行いまし

た。SMK BANDAR TASIK KESUMA、SMK JALAN 
EMPATの２校より２２名が来校しました。本校からは３A
と1看の生徒と英語アドバンスト・異文化探究・英文講読の
選択生が歓迎式に出席しました。歓迎式の後、3限目の本校
の授業を見学しました。昼食は生徒ホールで３Aの生徒と昼
食交流を行いました。イスラム教徒には、お昼にお祈りの風
習があり会議室と多目的教室で行っていただきました。５・
６限目は上記の選択授業で授業交流を行いました。同じ世代
であっても、それぞれの国の文化の違いがあり、お互いに良
い刺激を受けることができました。

人権講演会がありました
１２月１４日（木）に上富田文化会館で

人権講演会を行いました。今年は清水展人
（しみず ひろと）さんを講師に迎え、
講演をしていただきました。
清水さんは、幼い頃から性別に違和感が

ありながら、高校時代まで誰にも相談する
ことができず、一人で悩まれていたことや、
就職活動や就労時の苦難などについて話していただきました。
現在は、多様な人が活躍でき、働きやすい職場環境づくりのサ
ポートやハラスメント対策など人権課題の解決や意識向上など、
ダイバーシティ経営アドバイザーとして活躍されておられ、ご
自身の経験を通して、清水さんだから伝えられることを今回の
講演でお話いただきました。講演の最後には、結婚し２人のお
子さんを授かった喜びを話してくれました。
多様な生き方をお互いに認め合っていく必要性を改めて考え

させられる機会になりました。

近畿大会出場選手壮行会
12月22日（金）近畿大会へ出場する

クラブの壮行会を行いました。左近校長・
生徒会長の激励の言葉の後、各クラブの
キャプテンが近畿大会への意気込みを表
明しました。
各クラブの日程と会場は以下の通りです。

普段の練習の成果をしっかりと発揮し、よ
い結果を残して下さい。

【空手道部】 第４３回近畿高等学校空手道大会
１２月２６日(火)～２８日（木）
和歌山ビッグホエール

【柔道部】 第65回近畿高等学校新人柔道大会
個人試合 １月２７日（土） 兵庫県立武道館
団体試合 2月３日（土），４日（日）

高砂市総合体育館（兵庫県）

【ソフトテニス部】近畿高校選抜インドア大会
１月６日(土）～８日（月）
長浜ドーム（滋賀県）

ビジネスマナー講座
１２月１３日（水）３年生にビ

ジネスマナー講座を行いました。
中川コーイチさん（株式会社V

３）を講師に迎え、高校生と社会
人の違い（マナーや生活の変化な
ど）、社会人デビューの心得、
大卒・短大卒の就職の厳しさ、
キャンパスライフの過ごし方、
コミュニケーションについてなど、
就職してすぐ社会に出る人だけでなく、進学する生徒
の社会人になるまでの心構えについて講演いただきま
した。講演後、３A岩本さんは「社会に出てから必要
となる能力や、大学での学習についてよくわかりまし
た。これから主体的に行動することを目標に頑張って
いきたいと思います。」とお礼の言葉を述べました。
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